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一液変性エポキシ樹脂水性さび止めペイント

16 kg

ホワイト、赤さび色、ライトグレー、淡彩色

容　量

色　相

上塗り可能塗料

用　途

● 水性塗料
●アクアマリンタックレス凛
●水性ビルデック
●ノボクリーンビュー

 

● ノボクリーンバイオ
● DNTビューアクリル
● DNTビューウレタン　など

特　長

乾燥が早いため塗装間隔2時間（20℃）と短く、次工程
に早く取りかかれます。

優れた速乾力

特殊配合により電気亜鉛めっき鋼板への塗装を可能
にしました。

電気亜鉛めっき鋼板にも塗装可能

※上記以外の用途に使用される場合、弊社にお問い合わせ下さい。

JASS 18 Mー111適合品
無公害防錆顔料の使用と水で希釈できるため安全です。
環境にやさしい

● 建築物の鉄部（内部）
● 鋼製建具・扉などの電気亜鉛めっき鋼板(内部)
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変性エポキシ樹脂を使用しているため、素地との付着性
に優れています。

一液性

容量

■塗料性状 ■塗装基準

■関連法規

■標準塗装仕様　【内部】建築物の鉄部、鋼製建具・扉などの電気亜鉛めっき鋼板　新設および塗り替え

ホワイト、赤さび色、ライトグレー、淡彩色

注）上記、塗料性状の数値は標準を示すものであり、若干の変動があります。

※１ さびの発生が著しい場合は、下地調整後、下塗りを2回塗装して下さい。

※本チラシに記載以外の条件で使用される場合は、弊社にお問い合わせ下さい。
※本製品の内容は予告なく変更することがあります。
※本チラシ値は、製品を適正にご使用いただくための代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。
※本チラシに記載の内容について、無断転載・複製を禁じます。
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刷毛・ローラー

０～１０％
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０.１６kg/㎡/回

エアレス※1

０～１０％

被塗面を目粗しし、ミルスケール・さび・油・水分
などを除去し、塗面を清浄にする。

希釈剤 水道水

注） 標準使用量は実測値に基づき算出しています。
　　また被塗物の形状などにより標準使用量は変動します。
※１ エアスプレーの場合は、エアレス希釈率より5～10％増やして下さい。

工程

新設
１

２

３

商品名 色相

下塗り

素地ごしらえ

下地調整
塗り
替え

サンドペーパーや電動工具などを用いて、目粗しおよび汚れや付着物を除去し、油性分はシンナーを用いて除去する。
劣化塗膜・脆弱な塗膜は除去する。

０～１０ １～２
※1

希釈率（％）
（重量比）

塗り回数
（回）

０.１３
０.１６

標準使用量
（kg/㎡/回）

塗装間隔
（20℃）

２時間
～１ヶ月

塗装方法

刷毛・ローラー
エアレス

上塗り 各種上塗りカタログをご参照下さい。

アロナEPO ﾎﾜｲﾄ、赤さび色
ﾗｲﾄｸﾞﾚｰ、淡彩色

アクアマリンタックレス凛
水性ビルデック  など

サンドペーパーや電動工具などを用いて、目粗しおよび汚れや付着物を除去し、油性分はシンナーを用いて除去する。

■施工上の注意
①十分撹拌し、均一な塗料状態にしてから塗装して下さい。
②希釈は、必ず水道水を使用して下さい。
③結露などで塗装面が湿っている場合は、塗装しないで下さい。
④乾燥過程で降雨や結露などの水分の影響を受けると白化することがありますので、
　この場合は軽く表面を研磨するなどの処理をして下さい。
⑤塗装環境が気温5℃以下、湿度85%以上の場合は、塗装しないで下さい。
⑥保存上引火の心配は有りませんが、極端な高温（50℃以上）や低温（0℃以下）
　での保管は避けて下さい。
⑦塗装面の油・湿気・じんあい・水分・その他の有害な付着物は、完全に除去して下さい。

■使用上の注意

●取扱い上の注意
1．取扱い後は、手洗い及びうがいを十分に行って下さい。
2．よくフタをし、一定の場所に貯蔵して下さい。
3．子供の手の届かないところに保管して下さい。
4．捨てる時は、産業廃棄物として処分して下さい。
5．容器は垂直に持ち上げて下さい。斜めに持ち上げると取っ手が外れ、落下事故の危険があります。

●緊急時の処置
1．目に入った時には、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
2．誤って飲み込んだ時には、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
3．容器からこぼれた時には、砂等を散布したのち処理して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ①

取扱いには下記の注意事項を守って下さい。※詳細な内容は、安全データシート（SDS）をご参照下さい。


